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「
県
内
最
後
の
観
桜
会
」
と
し
て

町
内
外
に
知
ら
れ
る
黄
桜
ま
つ
り
。

今
年
の
桜
開
花
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
と

な
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
五
月
上
旬

に
、
黄
桜
と
八
重
桜
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま

し
た
。

観
桜
会
期
間
は
五
月
一
日
か
ら
五

月
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
、
会
場
と
な

っ
た
八
塩
い
こ
い
の
森
を
訪
れ
た
観

光
客
は
、
延
べ
四
万
二
千
人
。
ま
た
、

五
月
十
日
、
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た

黄
桜
ま
つ
り
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ

約
三
万
人
と
い
う
過
去
最
高
の
ま
つ

り
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
初
日
の
十
日
、
裏
千
家
五

十
嵐
社
中
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
野
点

が
行
わ
れ
、
観
光
客
が
桜
の
下
で
茶

道
に
親
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
出
場
者
が
自
慢
の
歌
声
を
披

露
。
夜
は
名
物
の
湖
上
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
水
中
花
火
や
ス
タ
ー
マ

イ
ン
な
ど
約
六
百
発
の
花
火
が
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
二
日
目
の
十
一
日
午
前
は

健
康
ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
ダ
ム
湖
周
回
道
を
快

走
し
ま
し
た
（
各
種
目
別
結
果
は
十

四
ペ
ー
ジ
の
生
涯
学
習
だ
よ
り
に
掲

載
）。
ま
た
、
野
外
広
場
で
は
凧
上

げ
が
行
わ
れ
、
青
空
に
色
鮮
や
か
な

凧
が
泳
ぎ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
黄
桜
歌
謡
シ
ョ
ー

が
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
ゲ
ス

ト
の
小
桜
舞
子
さ
ん
が
「
恋
す
る
城

下
町
」「
お
ん
な
男
鹿
港
」
な
ど
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
披
露
。
会
場
に
詰
め
か

け
た
約
三
千
人
の
観
客
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
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第19回

▲黄桜歌謡ショーが行われた野外ステージには3千人の観客が



3 広報ひがしゆり　15.6.1

▲夜空を彩る湖上花火

▲黄桜の下で花見酒

▲野点会場では手作りの茶器で抹茶をいただく

▲客席で観客と握手をする小桜舞子さん

�アンデス地方のフ
ォルクローレを演
奏する「ベル・ヴ
ィエントス」のみ
なさん

▲出店も大忙し
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お知らせします。

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
事
情
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
毎
年
二
回
、
財
政
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
四
年
度
（
平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
現
在
）
の
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
平
成
十
四
年
度
の
各
会
計
は
、
出
納
整
理
期
間
と
さ
れ
て

い
る
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
収
入
と
支
出
が
加
算
さ
れ
て
決
算

額
と
な
り
ま
す
。

平
成
14
年
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財
政
状
況
公
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平
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年
３
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本
町
で
は
四
月
二
十
四

日
午
前
〇
時
に
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
千
五
百
日
の
達

成
を
見
、
県
知
事
と
県
警

察
本
部
長
か
ら
の
表
彰
伝

達
式
が
五
月
十
四
日
、
町

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
県
由
利
地

域
振
興
局
の
石
山
修
局
長

よ
り
知
事
表
彰
状
、
成
田

昭
夫
本
荘
警
察
署
長
よ
り

本
部
長
顕
彰
状
が
、
阿
部

幸
悦
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

町
長
は
こ
れ
を
受
け

「
交
通
事
故
防
止
に
向
け
、

ま
す
ま
す
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
。

今
回
の
表
彰
を
励
み
に
し
て
、
さ
ら
に
記

録
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

出
席
者
は
一
層
の
交
通
安

全
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
毎
年
、
交
通

安
全
母
の
会
が
街
頭
指
導

を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、

町
内
保
育
園
や
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
を
開
催
す

る
な
ど
交
通
安
全
に
努
め

て
お
り
、
平
成
十
一
年
三

月
十
六
日
以
降
死
亡
事
故

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ

ナ
ー
を
再
度
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

▲石山局長から表彰状を受け取る阿部町長

▲八塩小で行われた交通安全教室

交通死亡事故ゼロ1500日達成
県知事表彰・県警本部長顕彰伝達式

第
四
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

が
五
月
十
五
日
、
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

席
上
、
議
会
議
員
の
改
選
に
よ
る
新
し
い

委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
。
報
告
事
項
と
し
て

は
、
一
市
七
町
の
一
万
人
に
送
付
し
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
収
率
が
、
六
四
・
六

二
％
だ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
新
市
名
称

の
決
定
方
法
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。「
公

募
か
否
か
」「
現
市
町
名
を
使
用
す
る
か
ど

う
か
」「
公
募
す
る
場
合
の
そ
の
範
囲
」
な

ど
、
具
体
的
な
内
容
を
検
討
。
今
回
の
協
議

会
で
は
、
結
論
を
持
ち
越
し
、
次
回
の
協
議

会
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
事
務
組
合
な
ど
一
部
事
務
組

合
等
の
取
り
扱
い
が
協
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

合
併
の
日
に
新
市
に
引
き
継
ぎ
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

第
５
回
合
併
協
議
会
は

西
目
町
で
開
催

と
　
き
　
６
月
19
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
目
町
町
民
セ
ン
タ
ー「
シ
ー
ガ
ル
」

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

新
市
名
称
決
定
方
法

６
月
の
協
議
会
に
持
ち
越
し

第
四
回
議
会
臨
時
会
が
五
月
二
日
招
集
さ

れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
四
件
の
専
決

処
分
と
東
由
利
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
（
有

鄰
館
）
改
修
工
事
（
建
築
本
体
工
事
）
請
負

契
約
の
締
結
案
一
件
が
原
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
千
九
百
二
十

二
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
五
十

億
五
千
五
百
五
十
二
万
八
千
円
と
し
た
専
決

処
分
。
追
加
と
な
っ
た
主
な
歳
出
補
正
予
算

は
財
政
調
整
基
金
積
立
金
。

■
町
税
条
例
を
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
町
税
条
例
を
一

部
改
正
。
改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
▽
町
民
税
に
「
特
定
配
当
等
」
を

新
設
▽
軽
自
動
車
税
申
告
様
式
を
変
更
▽
町

た
ば
こ
税
を
千
本
当
た
り
二
千
六
百
六
十
八

円
か
ら
二
千
九
百
七
十
七
円
に
改
正
（
七
月

一
日
か
ら
施
行
）
▽
特
別
土
地
保
有
税
の
課

税
停
止

■
東
由
利
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
（
建
築
本
体
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

▽
契
約
金
額
・
五
千
百
四
十
五
万
円
／
長
田

建
設
株
式
会
社
（
本
荘
市
）

有
鄰
館
改
修
工
事
の
請
負
契
約
を
議
決

第
４
回
議
会
臨
時
会
・
５
月
２
日
招
集
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五
月
は
異
常
な
ほ
ど
の
好
天
が
続
き
ま
し

た
。
農
家
の
春
作
業
や
黄
桜
ま
つ
り
、
新
緑
の

八
塩
登
山
な
ど
は
良
い
天
気
で
あ
り
が
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
水
不
足
で
田
植
え
が
遅
く
な
っ

た
と
こ
ろ
も
出
て
心
配
も
し
た
こ
と
で
す
。

昨
年
も
春
は
順
調
で
し
た
が
、
後
半
曇
天

の
雨
降
り
続
き
で
、
稲
を
は
じ
め
農
作
物
は

散
々
の
年
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
が
問
題
だ

な
ど
と
余
計
な
心
配
も
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
黄
桜
ま

つ
り
は
素
晴
ら
し
い
花
に
大
感
激
い
た
し
ま
し

た
。
例
年
、
ウ
ソ
に
花
芽
を
落
と
さ
れ
、
パ
ラ

パ
ラ
と
し
か
咲
か
な
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
今
年

は
被
害
も
な
く
見
事
な
開
花
で
し
た
。
こ
ん
な

に
見
事
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
五
、
六
年
ぶ
り

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
八
重

桜
や
黄
桜
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、

や
は
り
あ
の
ダ
ム
一
帯
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

例
年
、
黄
桜
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
日
と

黄
桜
の
満
開
日
が
一
致
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
す
が
、
今
年
は
こ
れ
が
で
き
、

素
晴
ら
し
い
黄
桜
ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

十
日
に
開
催
さ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
の

熱
気
や
夜
の
湖
上
花
火
も
例
年
に
な
い
見
事
な

も
の
で
し
た
し
、
十
一
日
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
マ

ラ
ソ
ン
や
小
桜
舞
子
さ
ん
が
出
演
し
た
黄
桜
歌

謡
シ
ョ
ー
も
随
分
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

心
配
は
例
年
の
ご
と
く
駐
車
場
の
確
保
で

し
た
。
あ
の
広
い
駐
車
場
が
歌
謡
シ
ョ
ー
の
始

ま
る
一
時
間
前
に
は
満
杯
に
な
り
、
道
路
側
は

も
ち
ろ
ん
、
堤
体
そ
し
て
記
念
植
樹
用
の
草
地

に
百
台
以
上
停
め
て
も
混
雑
は
な
か
な
か
解
消

で
き
ず
、
駐
車
場
係
の
若
い
職
員
た
ち
は
昼
食

を
取
る
時
間
も
な
く
汗
だ
く
で
走
り
回
り
ま
し

た
。
渋
滞
が
解
消
さ
れ
ず
渋
々
帰
ら
れ
た
方
も

お
り
、
申
し
訳
な
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
日
は
二
万
二
千
人
も
の
方
が
来
場
し
、

車
も
四
千
台
を
越
え
た
こ
と
で
す
か
ら
、
混
雑

は
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、改
め
て
来
年
に
備
え
、

よ
り
良
い
対
応
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

十
八
日
に
は
新
緑
の
八
塩
登
山
が
あ
り
、

由
利
地
域
振
興
局
長
の
石
山
さ
ん
も
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か

ら
小
学
一
年
生
か
ら
七
十
歳
ま
で
四
十
人
ほ
ど

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
一
時
間
半
か
け
て
ブ

ナ
林
の
峰
を
歩
い
た
後
、
山
頂
の
「
八
塩
山
荘
」

の
前
で
シ
ー
ト
を
広
げ
て
食
べ
た
昼
食
は
格
別

な
も
の
で
し
た
。
同
行
し
た
皆
さ
ん
か
ら
手
作

り
弁
当
の
お
か
ず
も
分
け
て
も
ら
い
、
流
し

た
汗
の
倍
に
も
な
る
ご
ち
そ
う
に
、
ま
た
太

っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
言
っ
た
の
は
私
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
場
で
「
八

塩
・
山
の
会
」
も
結
成
し
て
い
た
だ
き
、
年

に
二
回
ぐ
ら
い
は
一
緒
に
登
ろ
う
と
言
っ
た

こ
と
で
し
た
。
町
外
か
ら
参
加
し
た
皆
さ
ん

か
ら
も
山
頂
の
ブ
ナ
を
褒
め
て
い
た
だ
き
、

こ
の
ブ
ナ
が
ボ
ツ
メ
キ
湧
水
の
原
水
に
な
る
こ

と
も
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

二
十
五
日
、
秋
田
東
由
利
町
を
語
る
会
に

遠
藤
忠
平
議
長
は
じ
め
委
員
長
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
出
席
し
ま
し
た
。
五
十
人
ほ
ど
お
集
ま
り

の
皆
さ
ん
に
黄
桜
ま
つ
り
や
市
町
村
合
併
の
進

行
状
況
、
新
庁
舎
の
こ
と
な
ど
近
況
報
告
を
し

ま
し
た
。
第
六
回
に
も
な
る
東
由
利
町
を
語
る

会
で
す
が
、
石
綿
孝
二
会
長
は
じ
め
役
員
の
皆

さ
ん
の
ご
苦
労
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ

な
ぶ
り
の
六
月
が
始
ま
り
ま
す
。
今
月

も
頑
張
れ
る
良
い
月
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

高瀬小�

4月27日�
高瀬小�

4月27日�
八塩小�

4月29日�
八塩小�

4月29日�
東由利中

�

5月24日�
東由利中

�

5月24日�



■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
協
営
農
資
材
課

（
�
６
９
‐
２
２
２
１
）

東
由
利
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
水
・
日
曜
日
）

（
�
６
９
‐
２
８
８
３
）
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昨
年
四
月
に
開
業
し
た
東
由
利
町
堆
肥

セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
た
た
い
肥
の
販
売

が
、
こ
の
ほ
ど
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
い
肥
は
、
環
境
汚
染
を
起
こ
さ

な
い
良
質
な
完
熟
た
い
肥
で
、
土
壌
や
作

物
に
と
っ
て
優
れ
た
有
機
質
肥
料
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
た
い
肥
を
続
け
て

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
土
壌
の
保
肥
力
・
保

水
力
ア
ッ
プ
、
病
原
菌
抑
制
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
在
は
、
た
い
肥
一
立
方
�
（
約
〇
・

五
�
）
当
た
り
三
千
円
で
販
売
。
フ
レ
コ

ン
袋
（
一
立
方
�
）
で
の
販
売
も
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
六
月
か
ら
は
小
袋

（
約
十
五
�
）
の
販
売
が
秋
田
し
ん
せ
い

農
協
東
由
利
町
生
産
資
材
セ
ン
タ
ー
で
始

ま
り
ま
す
。
販
売
料
金
は
一
袋
五
百
十
円

の
予
定
で
す
。

ま
た
、
た
い
肥
散
布
と
商
品
の
配
達
を

有
料
で
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
配

達
料
金
は
た
い
肥
一
立
方
�
あ
た
り
四
百

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
農
協
営

農
資
材
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東由利町堆肥センター�

▲専用機械によるたい肥散布の様子

▲約0.5㌧入りのフレコン袋

▲6月から販売される小袋

良質完熟堆肥の効果
①土壌の保肥力・保水力がアップ
②土壌の病原菌を抑制
③病虫害に強くなるため、低農薬
と連作障害に効果があります
④取扱が容易で、ガス障害がなく
土壌改良材に最適
⑤土壌の微粒子の分散が促進さ
れ、土が柔らかくなります
⑥根張りが良くなり、樹勢などを
回復させ収量が増えます

使
い
た
い
と
き
に
す
ぐ
使
え
て
便
利

梅
津
　
嘉
人
さ
ん

（
大
琴
）

「
出
荷
用
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
メ
ロ
ン
に
使

用
し
ま
し
た
。
臭
い
が
無
く
軽
い
の
で
、
扱
い

や
す
い
う
え
、
雑
草
が
生
え
な
い
と
い
う
の
は

大
変
助
か
り
ま
す
。
完
熟
た
い
肥
は
個
人
で
作

れ
ば
一
年
以
上
か
か
る
仕
事
で
す
。
そ
の
時
間

と
手
間
が
か
か
ら
な
い
し
、使
い
た
い
と
き
に
、

す
ぐ
に
使
え
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
作
業

能
率
が
上
が
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
良
心
的
な

値
段
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

家
庭
菜
園
や
園
芸
に
も
ピ
ッ
タ
リ

加
藤
　
誠
子
さ
ん

（
湯
出
野
）

「
家
庭
菜
園
や
園
芸
に
使
い
ま
し
た
。
畑

全
体
に
散
布
し
ま
し
た
が
、
臭
い
が
無
く
、
土

に
混
ざ
り
や
す
い
の
で
、
散
布
作
業
が
楽
で
し

た
。
小
袋
の
販
売
が
始
ま
れ
ば
、
私
の
よ
う
に

家
庭
菜
園
や
園
芸
を
楽
し
む
人
も
、
も
っ
と
気

軽
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
」

私
た
ち
も
使
っ
て
み
ま
し
た
！
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秋
田
市
に
住
む
東
由
利
町
出
身
者
で
結
成

さ
れ
た
「
東
由
利
町
を
語
る
会
」
が
、
五
月

二
十
五
日
秋
田
市
で
行
わ
れ
、
会
員
四
十
余

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

町
か
ら
は
町
長
、
議
長
以
下
十
一
人
が
出

席
し
、
市
町
合
併
協
議
の
状
況
と
と
も
に
町

の
近
況
を
報
告
。

出
席
者
は
、
互
い
に
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
る
一
方
で
、
東
由
利
町
の
将
来
を
熱
く

語
り
合
い
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
を
思
わ
せ
ま
し
た
。

秋
田
「
東
由
利
町
を
語
る
会
」

◇
東
由
利
町
長
表
彰

伊
東
　
　
透
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
十
八
年
】

阿
部
　
憲
一
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
十
八
年
】

渡
辺
　
泰
子
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
十
八
年
】

八
嶋
　
俊
子
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
十
八
年
】

畠
山
　
正
志
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
十
五
年
】

◇
東
由
利
町
商
工
会
長
表
彰

太
田
　
久
隆
・
㈲
東
幸
自
動
車
【
十
二
年
】

渡
辺
　
　
誠
・
㈲
東
邦
製
作
所
【
十
年
】

伊
東
　
弘
子
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
九
年
】

小
野
　
一
恵
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
六
年
】

畠
山
　
昭
一
・
㈲
タ
カ
ケ
ン
【
五
年
】

畠
山
　
洋
子
・
㈲
タ
カ
ケ
ン
【
五
年
】

森
川
美
緒
子
・
㈲
タ
カ
ケ
ン
【
五
年
】

梅
津
　
洋
子
・
㈲
タ
カ
ケ
ン
【
五
年
】

優

良

従

業

員

表

彰

東
由
利
町
商
工
会
通
常
総
会
が
五
月
十
五

日
、
黄
桜
温
泉
湯
楽
里
で
開
催
さ
れ
、
地
域

事
業
所
に
お
い
て
貢
献
し
た
十
二
人
が
優
良

従
業
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
、【

】
内
は
勤
続
年
数
）▲受賞した皆さん

▲再会を喜び合う参加者たち

藤
議
会
議
長
、
畠
山
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
東

由
利
担
当
理
事
が
出
席
し
、
町
の
近
況
を
紹

介
し
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

総
会
の
後
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
在
京
有
志
の
方
々
が
歌
や
踊
り
を
披

露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
、
懇
親
会
の
テ
ー
ブ

ル
上
に
は
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
町
か
ら
宅
送

さ
れ
た
旬
の
ワ
ラ
ビ
も
並
び
、
出
席
者
は
ふ

る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
互
い
の
近
況

報
告
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。 東

京

東

由

利

会

総

会

東
京
東
由
利
会
の
総
会
が
五
月
十
一
日
、

東
京
都
北
区
の
赤
羽
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
首
都
圏
に
住
む
東
由
利
町
出
身

者
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
よ
う
と
昭
和
三
十

七
年
に
発
足
し
た
も
の
で
、
四
十
一
回
を
数

え
る
今
年
は
、
約
百
六
十
人
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
決
算
報
告
や
事
業
計
画
な
ど

の
協
議
に
続
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新

会
長
に
は
佐
藤
幸
生
さ
ん
（
杉
並
区
、
八
日

町
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
は
町
か
ら
、
小
松
助
役
と
遠▲再会に乾杯

▲ふるさとを語り合う参加者たち
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供
」・「
高
齢
者
へ
の
生
活
状
況
確
認
」
の
業

務
委
託
契
約
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
調
印
式
が

五
月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
業
務
委
託
契
約
は
、
郵
便
局
職
員
が

配
達
途
上
で
不
法
投
棄
な
ど
を
見
つ
け
た
場

合
、
ま
た
、
高
齢
者
宅
を
訪
れ
た
際
に
健
康

状
態
な
ど
を
確
認
し
必
要
が
あ
っ
た
場
合
、

役
場
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

調
印
式
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長
が
「
こ
れ

ま
で
の
業
務
委
託
に
加
え
、
あ
ら
た
め
て
郵

便
局
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
長
谷
山
博
昭
老
方
郵
便
局
長
と
署

名
、
調
印
を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
六
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

▲署名、調印を交わす阿部町長と長谷
山老方郵便局長

郵
便
局
か
ら
町
に
情
報
提
供

▲草取りに汗を流すパークゴルフ協
会のみなさん

業
が
、
五
月
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
芝
生
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
人
に
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、
東
由
利
町
、
本
荘

市
、
湯
沢
市
の
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
支
部

か
ら
合
わ
せ
て
約
六
十
人
が
参
加
。
約
二
時

間
か
け
て
草
取
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

五
月
十
二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
八
塩
い
こ

い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
。
雑
草
の
無
い
き

れ
い
な
芝
生
で
、
今
年
度
の
営
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
が
草
取
り
奉
仕
作
業

町
と
老
方
郵
便
局
と
の
間
で
、
よ
り
細
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
役
立
て
よ
う
と

「
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報
提

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
に
よ
る
、
八
塩
い
こ

い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
草
取
り
奉
仕
作

こ
の
ほ
ど
、
町
内
小
学
校
の
児
童
全
員
に
、

佐
藤
忠
一
郎
さ
ん
（
千
葉
県
・
高
屋
出
身
）

か
ら
折
り
た
た
み
傘
が
、
同
じ
く
小
学
二
年

生
全
員
に
、大
場
留
二
郎
さ
ん（
天
王
町
・
久

保
出
身
）
か
ら
そ
ろ
ば
ん
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
場
さ
ん
は
先
日
、
各
小
学
校
を
訪
れ
、

来
年
か
ら
珠
算
を
習
う
二
年
生
に
、
一
人
ひ

と
り
の
名
前
が
入
っ
た
そ
ろ
ば
ん
を
直
接
手

渡
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
真
新
し
い
折
り
た
た
み
傘

や
名
前
入
り
の
そ
ろ
ば
ん
を
手
に
し
て
、
喜

び
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

町
出
身
者
か
ら
善
意
の
寄
贈

▲児童にそろばんを手渡す大場さん

「
新
緑
の
八
塩
登
山
」
が
五
月
十
八
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
天
気
に
も
恵
ま
れ

絶
好
の
登
山
日
和
に
。
町
内
外
か
ら
約
四
十

人
の
登
山
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
風
ぴ
ら
道
か
ら
登
り
、
鳥
居

長
根
道
を
下
山
。
参
加
者
は
、
風
ぴ
ら
清
水

や
ブ
ナ
の
巨
コ
ブ
な
ど
、
八
塩
山
な
ら
で
は

の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
ブ
ナ
の
新
緑
や
山
頂

か
ら
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
に
疲
れ
も
忘
れ
、

初
夏
の
八
塩
山
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

新

緑

の

八

塩

登

山

▲新緑の中を歩く参加者
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悪質商法による被害が増え、手口もますます巧妙になっています。

◇悪質商法の被害にあわないための5箇条

◇ご存知ですかクーリング・オフ

①うまい話にはご用心 ②はっきり言おう「いりません」 ③説明内容は書面で確認

「あなただけ特別に・・・」は
だれにでも言っています。

「結構です」という答え方は肯
定の意味にとられかねません。

契約の内容を明らかにした契
約書を必ず受け取りましょう。

④日ごろの備えが自分を救う

次に狙われているのはあなた
かも。日ごろから被害防止策
を考えておきましょう。

⑤おかしいなと思ったら早めに確認

不審に思ったら、早めに近くの警察や消費者セ
ンターなどの相談窓口に相談しましょう。契約
後でもクーリング・オフできる場合があります。

訪問販売など営業所や店舗以外の場所で申し込みや契約をした場
合、特定商取引法で指定されている商品・サービス・権利について、
契約書が交付された日を含めて８日以内に書面で通知することによ
り、消費者から契約を解除できる制度をクーリング・オフ制度とい
います。
通知は、内容証明郵便やはがきを簡易書留にするなど、必ず書面

で行いましょう。内容証明の用紙は文房具店で販売されています。
なお、次のようなときは、クーリング・オフできませんので注意

しましょう。
×自分の意思で店に出向いて契約をした場合
×通信販売で購入した場合
×訪問販売で契約した次のような場合
・乗用自動車の契約
・金額が3,000円未満で現金一括払いの契約
・消耗品を開封、使用してしまったとき

町民福祉課福祉係　　　　　 （�69－2118）
秋田県消費者生活センター
由利地域振興局県民生活班（�22－5431）

警察安全相談センター　（�018－864－9110）

■お問い合わせ
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仙台国税局で、国家公務員採用（Ⅲ種・高卒程度）

試験による職員募集をしています。
■受験資格
昭和58年4月2日～昭和61年4月1日に生まれた方
■申込期間
平成15年7月1日～平成15年7月8日
■申込書提出先
人事院東北事務局　第二課試験係
〒980－0014
仙台市青葉区本町3－2－23
�022－221－2022

■第一次試験日
平成15年9月7日（日）
資料の請求など詳しいことについては、本荘税務

署総務課までお問い合わせください。
本荘税務署総務課
〒015－8622
本荘市出戸町字給人町17 総務課
�0184－22－2335

平成15年度 税務職員募集

最近、当事者の知らない間に偽造の婚姻届等が提
出される事件が発生しています。そのような事件を
未然に防ぐため、全国の市町村窓口で、届出がされ
るときに本人確認をすることとなりました。ご不便
をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。
○本人確認が必要な届出
婚姻届、離婚届、養子縁組届、養子離縁届
○本人確認の際に必要な身分証明書
運転免許証、パスポート等官公署が発行した顔写
真が貼付された証明書。
※健康保険証は、顔写真が付いていないため、使え
ませんのでご了承ください。
証明書が提示できない、または本人以外が使者と
して届出にきた場合は、届出を受理した旨の通知を
封書でお送りします。身分証明書をお持ちでない方
でも届出はできますので、窓口にお申し出ください。

7月から戸籍届出における
本人確認を行います

お問い合わせ先　東由利町役場町民福祉課
（�69－2117）

■試験区分・採用予定人員
警察官Ａ（秋田県30人、埼玉県３人、千葉県5人、

神奈川県3人、警視庁3人）
女性警察官Ａ（秋田県3人）
■受験資格　
警察官Ａ
� 秋田県
昭和49年4月2日～昭和61年4月1日生まれの男性
で大学卒（短大を除く）または平成16年3月まで
に卒業見込みの方
� 埼玉県、千葉県、神奈川県
昭和48年4月2日～昭和61年4月1日生まれの男性
で大学卒（短大を除く）または平成16年3月まで
に卒業見込みの方
� 警視庁
昭和48年7月15日～昭和57年4月1日生まれの男
性で大学卒（短大を除く）または平成16年3月ま
でに卒業見込みの方
女性警察官Ａ
昭和49年4月2日～昭和61年4月1日生まれの女性
で大学卒（短大を除く）または平成16年3月まで
に卒業見込みの方

■受付期間
6月4日（水）まで（郵送の場合は当日消印有効）

■第1次試験日および試験会場
7月13日（日）秋田経済法科大学

■問い合わせ・受験申込
秋田県警察本部警務課（〒010－0951 秋田市山王4

丁目1番5号／�018－863－1111）または最寄りの県内
各警察署へ　

警察官A、女性警察官A採用試験のお知らせ
■試験区分・採用予定人員
行政10人、薬剤師3人、心理判定3人、化学2人、農

学（一般）3人、林学1人、総合土木4人、建築1人、機
械1人、電気2人
■受験資格　
� 行政、心理判定、化学、林学、総合土木、建築、
機械、電気
ア．昭和49月4月2日～昭和57年4月1日生まれの方。
イ．昭和57年４月２日以降に生まれた方で大学卒
（短大を除く）または平成16年3月までに卒業
見込みの方。

� 薬剤師
�のアまたはイの要件を満たす方で、薬剤師の
免許を有する方または平成15年度中に取得見込み
の方
� 農学（一般）
�のアまたはイの要件を満たす方で、改良普及
員（農業経営）若しくは改良普及員の資格取得者
または平成15年度中に取得見込みの方

■受付期間
6月4日（水）まで（郵送の場合は当日消印有効）

■第1次試験日および試験会場
6月22日（日）秋田経済法科大学

■問い合わせ・受験申込
秋田県人事委員会事務局（〒010－0951秋田市山

王4丁目1番2号／�018－860－3253）

秋田県職員（上級）採用試験のお知らせ
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介護サービスを利用していないし、保険料を納めなくても困ることはない…など特別な理由
もなく保険料を滞納している場合は、次のような措置がとられます。

●１年以上滞納すると…
１割負担ですんでいるサービスの費用をいったん全額支払ったあとで、申請により、９割分
を払い戻してもらうことになります。

●１年６ヶ月以上滞納すると…
介護保険の給付が一時差し止められます。それでも滞納が続く場合は差し止められた保険給
付を滞納保険料にあてることになります。

●２年以上滞納すると…
※いまサービスを利用していない方も、サービスを利用することになったときに困ります！
未納期間に応じて、次のような給付制限を必ず受けることになります。
・利用者負担の割合の１割から３割への引き上げ。
・一定の負担額を超えた場合の払い戻し（高額介護サービス費）がうけられない。

このように滞納している人も困りますが、介護保険の財源の不足によりサービスを利用している他
の人へも迷惑がかかります。
特別な事情で保険料の納付が困難な場合は、早めに町民福祉課窓口までご相談ください。

A.
介護保険料を納めないとどうなるのでしょうか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

国民年金の保険料は毎月納めることになって

いますが、離職などにより納付が困難なときは、

「保険料の免除制度」をご利用ください。

免除の申請には「全額・半額」の二種類があ

り、認められると全額、または半額が免除され

ます。（半額免除は、半額分の保険料を納付し

ないと未納となりますので、忘れずに納付しま

しょう。）

※１年分の免除申請を希望される方は、８月末

までに申請が必要です。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

保険料の
免除申請を！

前年の収入が少なく

納付が困難な場合は…

血圧が高い、胃腸の調子が悪い、肩が凝る、腰が
痛い、イライラする、疲れやすい、やる気が出ない
など、病気ではないけれど何となくいつも不快な症
状のある方はいませんか？
そんなときは、体を動かしてみませんか。心臓病、
脳卒中などの生活習慣病は、食生活、運動習慣、休
養など生活習慣のひずみが発病に大きく関わってい
ますが、特におろそかになりがちなのが運動習慣。
適度な運動は、心肺機能を高め、肥満解消、動脈
硬化の予防、ストレス
解消などに効果があり
ます。心と体の健康を
保つためにも意識して
体を動かすように心が
けましょう。

適度な運動で生活習慣病の予防を！



�と　き…6月7日(土) 18：30開演
�ところ…本荘文化会館
�入場料…S席3,500円、A席3,000円、高校生以下2,000円
�入場券取扱所…ジョイフルシティ本荘、コンノ楽器、ミュージ

ックショップササヤ、本荘文化会館、郷土資料館
本荘市文化課　�２４－３５７０
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

4,033～4,056

2,772～2,861

―

―

出品量が少なく参加者も５人と少なかったが、14～22cm
は完売。24cm上もほぼ完売。トータルで76％とまずまず。
単価は横バイ。

（
平
成
十
五
年
五
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

五
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
17

24

41

平均体重
305kg

283kg

292kg

平均価格
432,476円
385,613円
405,044円

kg当単価
1,340円
1,295円
1,317円

去　勢
雌

金　額
513,450円
616,350円

父
松福美
平茂勝

母の父
北国7の8
北国7の8

母の祖父
益　美
安美金

第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

今
年
三
月
に
京
都
、
大
阪
、
滋
賀
の

各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
国

か
ら
二
万
四
千
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
二
十
一
世
紀
世
界
が
直
面
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
水
問
題
に
つ
い
て

討
論
。
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

森
林
・
林
業
関
係
で
は
、
水
と
森

林
分
科
会
、
植
樹
祭
、
円
卓
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
は
水
源
か

ん
養
や
土
砂
流
出
防
止
な
ど
、
水
土

保
全
、
地
球
環
境
保
全
と
い
う
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
森
林
を
保
全
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識

の
も
と
に
森
林
分
科
会
宣
言
文
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
骨
子
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
森
林
の
水
土
保
全
機
能
を
踏
ま
え

た
森
林
管
理
・
整
備
の
促
進

・
森
林
の
水
土
保
全
機
能
に
つ
い
て

の
研
究
促
進

・
森
林
の
水
土
保
全
機
能
を
考
慮
し

た
森
林
管
理
技
術
の
開
発
と
体
系

化
・
水
に
対
す
る
森
林
の
重
要
性
、
適

切
な
管
理
の
必
要
性
を
世
界
各
地

へ
普
及
啓
蒙

・
国
際
的
な
情
報
・
人
と
の
交
流
と

国
際
協
力
の
推
進

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

世
界
水フォ

ー
ラ
ム

�と　き…6月21日(土)～29日(日)
�ところ…菖蒲公園

本荘市観光協会　�２４－６３２３

お と なり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

菖蒲まつり

チェコ・フィルハーモニー八重奏団コンサート

仁賀保町から

�と　き…6月21日(土) 9：00
�ところ…仁賀保町勤労青少年ホーム
�入場料…前売り500円、当日600円、中学生以下無料

仁賀保町公民館　�３７－３１２１

第8回秋田草刈唄全国大会 in にかほ

�と　き…7月6日(日) 1回目10：30 2回目14：00
�ところ…町民センター「シーガル」
�入場料…一般2,000円、高校生以下1,000円、（当日券は500円増）

西目町教育委員会生涯学習課　�３３－２３１５

西目町から

ファミリーミュージカル「人魚姫」

�と　き…6月8日(日) 9：30～15：00
�ところ…鳥海町健康広場(雨天：トレーニングセンター)
�内　容…百宅そば早食い大会、美川健二ショー（モノマネ）ほか

鳥海町建設商工観光課　�５７－２２０４

鳥海町から

2003鳥海町「新緑まつり」

象潟町から

�と　き…6月14日(土) 14：00
�ところ…象潟町民体育館
�入場料…無料

象潟町社会教育課　�４３－７５１２

航空自衛隊北部航空音楽隊演奏会

�と　き…6月15日(日) 神事　8：00 記念登山　8：45
�ところ…鳥海山(百宅登山コース) 大清水園地
�参加費…1,000円（小学生以下無料）
�申込締切…6月11日(水)

鳥海町建設商工観光課　�５７－２２０４

鳥海山夏山開き

プロ野球イースタンリーグ公式戦
日本ハムファイターズ 対 読売ジャイアンツ

大内町から

�と　き…6月15日(日) 開場18：00 開演18：30
�ところ…農村環境改善センター
�入場料…無料

大内町企画課　�６５－２２１３

伊藤秀志 大きな古時計ZuZuバージョン大ヒット記念コンサート

�と　き…6月28日(土) 10：00
�ところ…大内町出羽伝承館
�入場料…無料

出羽伝承館　�６２－０５０５

出羽伝承館「お話しの部屋」読み聞かせ教室

�と　き…7月19日(土) 開場9：30 試合開始13：00
�ところ…鳥海町民野球場・鳥海球場　
�入場料…メーンスタンド席1,500円、内野スタンド席1,000円、

外野芝生席500円（当日券は500円増）
鳥海町教育委員会社会教育課　�２７－６０４１



15.6.1 広報ひがしゆり　14

●
幅
広
い
参
加
者
に
よ
る
大
会

五
月
十
一
日
、
新
緑
の
八
塩
い
こ

い
の
森
に
お
い
て
第
十
六
回
黄
桜
ま

つ
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
が
開

催
さ
れ
、
全
県
か
ら
二
百
四
十
一
名

の
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
が
参
加
、
春
の

湖
畔
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

三
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
、
町
内

の
み
な
ら
ず
天
王
町
、
男
鹿
市
、
遠

く
県
外
か
ら
は
盛
岡
市
よ
り
参
加
と
、

幅
広
い
世
代
、
地
区
か
ら
の
参
加
者

に
よ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
な
り
ま
し

た
。参

加
者
は
「
桜
の
下
で
マ
ラ
ソ
ン

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
い
い
場
所
で

走
る
こ
と
が
で
き
て
気
持
ち
が
よ
か

っ
た
」
等
、
感
想
を
話
し
て
い
ま
し

た
。●

野
球
で
親
睦
深
め
る

五
月
十
七
日
に
は
、
第
二
十
二
回

東
由
利
町
招
待
中
学
校
野
球
大
会
が

東
由
利
野
球
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
町
が
招
待
し
た
チ
ー
ム
は
八

竜
中
学
校
、
岩
城
中
学
校
、
由
利
中

学
校
の
三
校
。
昨
年
度
は
雨
の
影
響

で
第
一
試
合
の
み
で
し
た
が
、
今
年

は
絶
好
の
野
球
日
和
。
出
場
チ
ー
ム

に
よ
る
真
剣
な
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
招
待
野
球
は
東
中
野
球
部
強

化
と
親
睦
を
図
る
た
め
毎
年
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
当
日
の
試
合
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
試
合
東
由
利
四
対
一
八
　
竜

第
二
試
合
由
　
利
三
対
一
岩
　
城

決
勝
戦
　
由
　
利
四
対
〇
東
由
利

新
緑
の
下

ス
ポ
ー
ツ
に
汗

1位� 2位� 3位� 4位�
小学校男子4年以上（2km）�

小学校女子4年以上（2km）�

小学校男女3年以下（2km）�

中学校女子（2km）�

一般女子（2km）�

壮年男子40～50代（2km）�

壮年男子60歳以上（2km）�

親子ペア（2km）�

中学校男子（4km）�

一般男子（4km）�

一般女子（4km）�

一般男子（9km）�

5位� 6位�

佐藤　琢磨�
（由利町）�

佐々木啓彰�
（西目町）�

佐々木駿晃�
（本荘市）�

細谷　祐太�
（本荘市）�

阿部　　速�
（秋田市）�

佐藤　勝繁�
（本荘市）�

佐藤　眞美�
（天王町）�

野原奈津希�
（大雄村）�

佐々木杏菜�
（大内町）�

高橋　明莉�
（千畑町）�

佐々木なぎさ�
（本荘市）�

榎本　有里�
（羽後町）�

佐藤　　航�
（東由利町）�

森井公美子�
（西目町）�

今野　優大�
（仁賀保町）�

大須賀恭平�
（本荘市）�

佐々木穂乃香�
（東由利町）�

佐藤　晴樹�
（東由利町）�

佐藤恵里佳�
（秋田市）�

高橋歩奈未�
（本荘市）�

原田　美桜�
（羽後町）�

佐藤　　忍�
（東由利町）�

谷口　真規�
（東由利町）�

仙道　恵美�
（東由利町）�

大庭　優子�
（本荘市）�

富樫　良子�
（秋田市）�

真坂ヤスノ�
（鳥海町）�

上杉　良子�
（湯沢市）�

柴田　道子�
（羽後町）�

佐々木なおみ�
（西目町）�

富谷　俊信�
（大森町）�

鈴木　健悦�
（雄物川町）�

高橋　宣之�
（雄物川町）�

村田　三男�
（山内村）�

榎本　泰己�
（羽後町）�

笹渕比古晴�
（秋田市）�

高橋　耕二�
（本荘市）�

佐藤　友也�
（本荘市）�

後藤　勇三�
（十文字町）�

月泉　孝瑞�
（羽後町）�

加藤　虎男�
（仁賀保町）�

佐藤　一男�
（湯沢市）�

佐々木潤･杏菜�
（大内町）�

佐藤勉･成�
（由利町）�

石川武彦･拓�
（由利町）�

佐々木亜佳里･ゆき子�
（十文字町）�

小野邦子･夏実�
（東由利町）�

遠藤羊子･成美�
（東由利町）�

佐藤　　卓�
（仁賀保町）�

佐藤　翔平�
（仁賀保町）�

木島　大地�
（東由利町）�

竹屋　昭宏�
（仁賀保町）�

須藤　暁浩�
（仁賀保町）�

高橋　稔貴�
（仁賀保町）�

佐野　信幸�
（雄物川町）�

梅津　賢一�
（大曲市）�

富谷　俊信�
（大森町）�

高橋　宣之�
（雄物川町）�

小松　　淳�
（東由利町）�

尾留川義男�
（本荘市）�

長塚　弘子�
（湯沢市）�

富樫　良子�
（秋田市）�

高橋　知子�
（大森町）�

佐々木千恵子�
（本荘市）�

高橋　孝子�
（秋田市）�

三浦　浩子�
（男鹿市）�

佐野　信幸�
（雄物川町）�

土田　　孝�
（秋田市）�

梅津　賢一�
（大曲市）�

田脇　俊彦�
（仁賀保町）�

尾留川義男�
（本荘市）�

小松　　済�
（秋田市）�

青
い
山
脈
、
浜
辺
の
歌
、
カ
チ
ュ

ー
シ
ャ
、
ト
ロ
イ
カ
…
。

あ
な
た
に
と
っ
て
な
つ
か
し
い
歌

は
何
で
す
か
。
思
い
出
の
歌
を
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

・
期
日

六
月
十
五
日
（
日
）

午
後
〇
時
三
十
分
開
場

午
後
一
時
開
演
　
午
後
三
時
終
演

・
会
場

大
琴
生
涯
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー

・
参
加
費

六
百
円
（
歌
本
貸
出
料

＋
お
茶
、
菓
子
）

・
申
込
み
締
切

六
月
九
日
（
月
）

・
申
込
み
・
問
い
合
せ
先

町
教
育

文
化
課
内
う
た
ご
え
の
会
事
務
局

（
�
六
九
―
二
三
一
〇
）

黄桜まつり 第16回健康ウォークマラソン結果

�
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
マ
ラ
ソ
ン

▲スタート前緊張する～ ▲上位入賞者の表彰から

今
年
も
教
育
文
化
課
の
事
業
が
順
調
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
、
実
施
事
業
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
な
か
な
か
体
力
づ
く
り
の
機
会
に
は

恵
ま
れ
な
い
も
の
。
余
暇
の
有
効
活
用
と
し
て
教
育
文

化
課
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



が
し
ゆ
り
・
き
ざ
く
ら
ひ
ろ
ば
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
①
親
子
で
参

加
で
き
る
各
種
教
室
・
講
演
会
等

を
紹
介
す
る「
学
習
会
・
講
習
会
」

ペ
ー
ジ
②
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、

教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
事
業

を
報
告
す
る「
き
ざ
く
ら
ひ
ろ
ば
」

ペ
ー
ジ
③
子
育
て
に
疲
れ
た
時
の

た
め
の
「
子
育
て
ネ
ッ
ト
」
ペ
ー

ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
子
育
て
に
関
す
る
こ

と
を
中
心
に
し
た
保
護
者
交
流
の

場
と
し
て
「
掲
示
板
」
ペ
ー
ジ
も

開
設
し
ま
し
た
。
気
軽
な
気
分
で

お
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
下

さ
い
。
子
育
て
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
サ
イ
ト
も
皆
の
手
で
少
し
ず

つ
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

教
育
文
化
課
で
は
昨
年
度
よ
り

教
育
と
い
う
視
点
に
よ
る
子
育
て

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
誰
が
ど
ん
な
活
動
を
、
ど
の

よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
の
か
等
の

最
新
情
報
を
知
る
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
「
ひ
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俳
優
、
歌
手
（
え
な
り
君
は
歌
が
上

手
い
）
な
ん
で
も
こ
な
す
マ
ル
チ
な
才

能
ぶ
り
。
す
ば
ら
し
い
。
そ
し
て
不
思

議
な
青
年
だ
。
坊
主
頭
に
、
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
。
こ
れ
は
や
ら
せ
で

も
な
ん
で
も
な
く
本
人
が
好
き
だ
か
ら

し
て
い
る
よ
う
な
の
だ
。
父
の
証
言
が

あ
る
か
ら
間
違
い
な
い
。

こ
の
本
は
、
父
、
正
人
氏
が
ど
の
よ

う
な
考
え
の
元
に
、
え
な
り
君
を
を
育

て
て
き
た
の
か
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
実

際
、
え
な
り
君
の
父
は
彼
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
だ
。
独
自
の
思
考
の
持
ち
主
で
、

そ
し
て
、
な
か
な
か
の
、
策
略
家
で
あ

る
。
や
は
り
、
え
な
り
君
は
彼
に
よ
り
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
父
、
例
え
ば
、「
か
ず
き
、
嫌

な
ら
学
校
に
い
か
な
く
て
い
い
」と
か
、

い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
、
大
切
な
フ

ァ
ミ
コ
ン
を
本
当
に
壊
し
て
し
ま
っ
た

り
、（
た
だ
し
、
心
の
中
で
は
、「
あ
〜

○
千
円
…
」
と
思
い
な
が
ら
ら
し
い
が

…
。）
常
に
本
気
。
と
い
う
か
、
む
ち

ゃ
く
ち
ゃ
な
の
だ
。
な
か
な
か
出
来
る

も
の
で
は
な
い
。
無
論
、
理
由
あ
っ
て

の
こ
の
態
度
。
そ
こ
に
は
、
愛
が
あ
る
。

そ
し
て
有
名
に
な
っ
た
今
も
九
畳
一
間

で
、
家
族
四
人
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
な

の
だ
。
え
な
り
家
の
団
結
力
は
相
当
と

み
た
。

え
な
り
君
が
言
う
に
は
、「
反
抗
期
、

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
子
供
の

反
抗
よ
り
、
父
の
反
抗
が
上
を
い
っ
て

い
ま
し
た
。」
実
に
笑
え
る
。
え
な
り

君
も
、パ
ワ
フ
ル
な
親
の
元
に
生
ま
れ
、

鍛
え
ら
れ
た
な
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
父
い
わ
く
、
親
と
子
は
友
達
で

は
な
い
、
や
は
り
親
は
親
だ
し
子
は
子

な
の
だ
。親
子
関
係
が
友
達
感
覚
で
は
、

責
任
逃
れ
だ
と
語
っ
て
い
る
。

子
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
と
い
う

が
、
環
境
が
人
を
育
て
る
と
い
う
の
も

う
な
ず
け
る
。
当
然
な
が
ら
、
親
に
は
、

責
任
が
あ
る
。
世
の
中
、
必
ず
し
も
親

が
尊
敬
に
あ
た
い
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
ま
ぁ
、
子
供
だ
っ
て
馬
鹿
じ
ゃ
な

い
。
そ
う
い
う
親
は
反
面
教
師
に
す
れ

ば
い
い
だ
け
の
こ
と
…
。

そ
ん
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
冊

で
あ
る
。（
千
）

「
そ
れ
は
、
い
ら
な
い
よ
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、

自
分
の
名
前
が
イ
ラ
ナ
イ
ヨ
だ
と
思

っ
た
の
で
し
た
。
イ
ラ
ナ
イ
ヨ
は
、

小
さ
く
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
ぬ
い
ぐ
る
み

で
、
も
と
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
も
見

た
だ
け
で
は
判
ら
な
い
程
だ
っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
引
越
し
の
時
に
も
、

い
ら
な
い
も
の
と
し
て
置
き
去
り
に

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

で
も
、
最
初
か
ら
イ
ラ
ナ
イ
ヨ
と

い
う
名
前
で
は
な
か
っ
た
は
ず
。
た

だ
、
あ
ま
り
に
も
長
い
間
、
暗
い
屋

根
裏
部
屋
に
お
か
れ
て
い
た
た
め

に
、
じ
ぶ
ん
が
だ
れ
な
の
か
さ
え
判

ら
な
い
、
イ
ラ
ナ
イ
ヨ
な
の
で
し
た
。

必
死
で
自
分
の
こ
と
を
思
い
出
そ
う

と
さ
迷
う
イ
ラ
ナ
イ
ヨ
の
前
に
、
一

匹
の
と
ら
ね
こ
が
現
れ
ま
す
。

イ
ラ
ナ
イ
ヨ
は
、
最
後
に
は
自
分

の
名
前
も
、
昔
の
こ
と
も
思
い
出
し
、

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
ま
す
。
自

分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

は
な
ん
て
嬉
し
い
事
な
ん
だ
ろ
う
！

と
。
そ
う
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
い

の
で
す
が
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
絵
に

は
、
そ
っ
と
託
さ
れ
た
そ
の
喜
び
の

気
持
ち
が
、
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で

す
。（
泉
）

「
え
な
り
か
ず
き
の
作
り
方
」

江
成
正
人
著
・
主
婦
の
友
社
刊

近
頃
、
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
み
て
も
、
え
な
り
君
が
出

て
い
る
。

彼
は
な
か
な
か
い
い
味
を

も
っ
た
青
年
だ
。
青
年
と
い

う
割
に
は
実
に
、
じ
じ
く
さ

い
。
で
も
そ
こ
が
見
る
も
の

を
惹
き
つ
け
る
。
と
い
う
か

癖
に
な
る
と
い
っ
た
表
現
が

的
確
か
も
し
れ
な
い
。

絵
本
を
あ
な
た
に�

4
回�

「ぼくのなまえはイラナイヨ」
作　ミック・インクペン
訳　角野栄子　小学館刊

子育て支援サイト「ひがしゆり・きざくらひろば」のアドレスは
http://www.town.higashiyuri.akita.jp/001kids/ です。

▲掲示板ページから

▲学習会、講習会ページから

▲トップページから
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

よ
く
ぞ
わ
が
宿
を
忘
れ
ず
初
燕
　
　
　
　
　
船
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

子
等
育
ち
幟
が
眠
る
箱
の
中
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

若
葉
風
さ
っ
と
身
支
度
部
活
の
子
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

地
場
も
の
の
野
菜
品
薄
初
夏
の
市
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

縫
い
ぐ
る
み
歩
い
て
い
る
様
に
入
園
す
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

初
夏
の
風
ス
カ
ー
ト
押
さ
え
笑
み
こ
ぼ
す
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

光
彩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
し
て
新
樹
か
な
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

登
校
の
列
は
ず
む
声
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

初
夏
の
水
俎
す
べ
る
朝
厨
　
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

行
く
春
に
米
寿
を
語
り
大
往
生
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

一
庭
の
巨
峰
身
近
の
　
若
葉
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

吹
き
た
ま
る
落
花
峠
は
雨
の
跡
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

花
見
酒
胡
座
の
筵
座
敷
か
な
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

碧
空
に
切
絵
の
ご
と
く
白
木
蓮
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

花
ふ
ぶ
き
盛
衰
秘
め
て
屋
敷
跡
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

水
た
ま
り
蝌か

蚪と

一
族
の
群
れ
ふ
や
す
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

春
愁
や
妻
に
叱
ら
れ
猫
怯
む
　
　
　
　
　
　
　
沼
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

五
月
晴
縁
先
の
座
に
加
わ
り
ぬ
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

座
禅
草
蘂
に
灯
れ
る
水
明
か
り
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

出
羽
の
嶺
の
若
葉
錦
に
見
と
れ
け
り
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

お
経
の
功く

徳

む
か
し
む
か
し
、
村
は
ず
れ
に
爺
さ

ま
に
先
立
た
れ
た
婆
さ
ま
が
一
人
で
淋

し
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
晩
の
こ
と
、
道
に
迷
っ
た
お
寺

の
小
僧
さ
ん
が
婆
さ
ま
の
家
の
戸
を
た

た
き
、「
一
晩
泊
め
て
く
だ
さ
い
」
と

願
う
の
で
し
た
。
婆
さ
ま
は
お
経
を
知

っ
て
い
る
一
人
前
の
お
坊
さ
ん
と
思

い
、
早
速
家
に
上
げ
お
願
い
を
し
ま
し

た
。「

お
坊
さ
ん
や
、
爺
さ
ま
が
亡
く
な

っ
て
か
ら
何
年
も
お
経
を
あ
げ
て
お
ら

ず
、
ど
う
か
一
つ
お
経
を
あ
げ
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
頭
を
深
々

と
下
げ
る
の
で
し
た
。
ま
だ
お
経
一
つ

覚
え
て
い
な
い
小
僧
さ
ん
は
、
一
人
前

の
お
坊
さ
ん
と
間
違
え
ら
れ
困
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
さ
ら
断
る
わ
け
に

も
い
か
ず
、
せ
め
て
手
を
合
わ
せ
る
だ

け
で
も
と
仏
壇
の
前
に
座
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
仏
壇
の
う
し
ろ
の
壁
穴

か
ら
一
匹
の
ね
ず
み

．
．
．

が
出
て
来
た
の
で

小
僧
さ
ん
は
お
も
む
ろ
に
、「
お
ん
ち

ょ
ろ
ち
ょ
ろ
出
て
ま
い
ら
れ
候
」
と

唱
え
ま
し
た
。
ね
ず
み

．
．
．

は
出
て
来
た
穴

を
の
ぞ
い
た
の
で
、「
お
ん
ち
ょ
ろ
ち

ょ
ろ
穴
の
ぞ
き
候
」
今
度
は
チ
ュ
ー
と

鳴
い
た
の
で
、「
お
ん
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

何
に
や
ら
さ
さ
や
き
候
」
と
お
経
の
節

も
調
子
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
逃
げ

て
い
く
ね
ず
み
を
見
て
「
お
ん
ち
ょ
ろ

ち
ょ
ろ
出
て
い
か
れ
候
」
と
お
経
を
終

え
た
の
で
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
婆
さ

ま
は
「
あ
ぁ
、
あ
り
が
た
や
あ
り
が
た

や
。
さ
ぞ
爺
さ
ま
も
成
仏
な
さ
っ
た
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
、
私
も
お
坊
さ
ん
の
お

経
を
覚
え
て
爺
さ
ま
の
供
養
が
で
き
る

で
し
ょ
う
」
と
喜
ぶ
の
で
し
た
。
次
の

日
の
朝
、
小
僧
さ
ん
を
て
い
ね
い
に
見

送
る
婆
さ
ま
で
す
。

さ
て
、
あ
る
日
の
晩
、
婆
さ
ま
が
寝

る
前
に
仏
壇
の
前
に
座
っ
て
あ
り
が
た

い
お
経
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
そ
の
と

き
、
婆
さ
ま
の
家
へ
二
人
の
泥
棒
が
忍

び
込
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
婆
さ
ま

は
少
し
も
気

づ
か
ず
大
き

な
声
で
、「
お

ん
ち
ょ
ろ
ち

ょ
ろ
出
て
来

ら
れ
候
」
と

唱
え
た
か
ら

泥
棒
は
お
ど

ろ
い
て
「
や

や
っ
気
づ
い

た
か
な
？
」

と
そ
っ
と
雨

戸
の
節
穴
か

ら
中
を
の
ぞ

き
ま
し
た
。

「
お
ん
ち
ょ
ろ

ち
ょ
ろ
穴
の
ぞ
き
候
」
と
声
が
す
る
の

で
、
泥
棒
は
び
っ
く
り
し
て
、「
あ
れ

っ
、
相
棒
。
俺
た
ち
の
こ
と
を
あ
の
婆

さ
ま
な
ぜ
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」

二
人
の
泥
棒
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
の
で

し
た
。

そ
の
と
た
ん
、
婆
さ
ま
は
声
高
々
と

「
お
ん
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
何
に
や
ら
さ
さ

や
き
候
」
と
唱
え
た
の
で
二
人
の
泥
棒

は
、
す
っ
か
り
あ
わ
て
ふ
た
め
き
「
こ

ん
な
家
に
忍
び
込
ん
だ
ら
す
ぐ
捕
ま
っ

て
し
ま
う
ぞ
っ
」
と
一
目
散
に
逃
げ
て

い
き
ま
し
た
。「
お
ん
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

出
て
い
か
れ
候
」
と
婆
さ
ま
の
お
経
は

終
わ
っ
た
の
で
し
た
。

老
方
阿
部
ナ
ツ
オ
さ
ん
（
故
人
）

の
語
り
よ
り
再
話

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

七
二
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木　島　悠　奈ちゃん木　島　悠　奈ちゃん�
　　　（横渡・１歳）　　　（横渡・１歳）�
お父さん：卓　也さんお父さん：卓　也さん�
お母さん：真　子さんお母さん：真　子さん�
お話し：卓也さん、真子さんお話し：卓也さん、真子さん�

ゆう　　ゆう　　 な�

木　島　悠　奈ちゃん�
　　　（横渡・１歳）�
お父さん：卓　也さん�
お母さん：真　子さん�
お話し：卓也さん、真子さん�

ゆう　　 な�

阿　部　康
やす

浩
ひろ

さん（小倉・19歳）

―職業は
中村鉄工に勤めています。

―趣味は
休日はよくドライブにでかけます。パチンコをす
ることも。
―自分の性格は
面倒なことが苦手。

―理想のタイプは
ノリの良い人が好きです。

―目標（夢）は
バイクの免許をとったので、バイクを持つこと。

―東由利町について一言
良い町なので、これからもこのままであってほし
いです。

名前の由来は？
「『悠』の字には物事が長く続くという意味があります。何
事にも諦めずに取り組んでほしいという気持ちで付けまし
た」
家族では誰が好き？
「おばあちゃんです。毎日朝ご飯を一緒に食べています」
本人の性格は？
「気分屋さんですが、愛想が良くて、知らない人にも手を
振ってにこにこしています」
お父さんとお母さんから悠奈ちゃんへひとこと
「悠奈が生まれてから、一日一日が大切なものになりまし
た。これからも楽しい思い出をいっぱい作ろうね」

遠藤吉保（小倉）畠山正幸
（下通）佐々木晃子（大琴）高
橋和幸（羽後町）柴田和尋
（須郷田）遠藤哲也（舘西）小
松正二（下小路）高沢稔（黒
渕）小松聖明（須郷田）小松
貢治（舘合新田）遠藤建一
（新処）小松雄一（松柴）鈴木
政雄（袖山）小松達也（船木）

成分献血　4月28日（敬称略）

選手の熱いプレーに期待！
第12回東由利町ナイター野球大会が６月３日から行われます。昨年はポ

パイスポーツクラブが優勝、宿が準優勝に輝きました。今年も選手たちの
熱いプレーに期待が寄せられます。町民の皆さんの応援をお願いします。
試合の日程、組み合わせは次のとおり。（ ）内は試合順です。

役
場
タ
キ
オ
ン�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

モ
ン
ス
タ
ー
ズ�

パ
ワ
ー
ズ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

宿�シ
リ
ュ
ウ
ス�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ
　�

ジ
パ
ン
グ�

高
瀬�

野
球
狂�

��
6月3日�

��
6月4日�

��
6月5日�

��
6月6日�

��
6月9日�

��
6月10日�

��
6月11日�

�� �� ��

�� ��

��
6月27日�



住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

4月末人口�前月比�

2,352�

2,521�

4,873�

1,377

－  4�

－  9�

－13�

－  3

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

4月異動人数�1月からの累計�

0�

8�

8�

13

6�

26�

24�

52

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

14�

0�

0�

0�

0�

0

1�

54�

1�

0�

1�

0�

1

４　月�
発生数�

1月から�
の累計�
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本
州
宮
城
県
以
西
、
関
東
地
方
か
ら
近
畿
地
方
の
太
平
洋
側
、

四
国
、
九
州
の
林
地
に
群
生
し
て
い
る
多
年
草
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
町
で
も
清
流
の
比
較
的
軟
ら
か
い
岸
な
ど
に
見
ら
れ
ま

す
。
草
質
は
柔
ら
か
く
、

５
、
６
月
掌
状
の
葉
を
開

か
せ
、
そ
の
葉
腋
か
ら
花

茎
を
伸
ば
し
五
弁
の
白
地

に
紫
（
一
弁
は
紫
、
他
弁

は
中
央
が
紫
）
の
花
を
開

き
ま
す
。
和
名
は
「
東
国

鯖
の
尾
」
で
果
実
の
形
が

２
個
水
平
に
開
い
て
「
鯖

の
尾
」
の
よ
う
な
形
に
な

る
こ
と
か
ら
い
わ
れ
ま

す
。
こ
の
草
の
よ
う
に
、

こ
こ
で
は
な
い
は
ず
の
草

花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

3日�　3歳児健診
6 日�　予防接種（集団・ポリオ）
10日�　議会定例会（～13日）

大腸がん検診
11日�　 〃
12日�　機能訓練教室
14日�　大台自治会町政座談会
15日�　うたごえ喫茶

（大琴生涯学習支援センター）
17日�　自治会長研修

（県農業試験場）
18日�　敬老会
19日�　第5回本荘由利一市七町

合併協議会
20日�　町民プールオープン
21日�　町畜産共進会

わくわくサークル
（健康ウォーキング）

24日�　予防接種（個別・三混）
機能訓練教室

25日�　２歳児健診
26日�　ことぶき大学

青少年劇場（町民体育館）
大腸がん検診（追加）

27日�　フレッシュ教室
29日�　町民スポーツ祭

（トラック＆フィールド）
30日�　献血

東
由
利�

ト
ウ
ゴ
ク
サ
バ
ノ
オ

（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.220

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
子
隆
さ
ん
（
福
島
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

工
藤
定
男
さ
ん
（
野
田
）、
小
松
良
一
さ
ん

（
山
崎
）、
大
日
向
幸
博
さ
ん
（
宮
ノ
前
）、

木
嶋
忠
一
さ
ん
（
黒
沢
）、
工
藤
仙
一
さ
ん

（
新
処
）、
協
同
組
合
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
プ
ラ
ザ
、
東
由
利
町
特
産
物
振
興
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

私は今の季節が一番好きです。気温も湿
度もちょうど良くて過ごしやすいし、美味
しい山菜がたくさん採れます。
一方、農家にとっては大忙しの季節です。

今月号の取材に協力してくださった農家の
方々も、家に戻ってくるのは日が暮れてか
らでした。本当にお疲れ様です。でも、皆
さん収穫が楽しみで仕方がない様子でした。
昨年の夏は雨天が続いたので苦労も大きか
ったはず。今年は良い天気に恵まれると良
いですね。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
４
月
21
日
〜
５
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
月
21
日
〜
５
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

４／22
長
谷
山
　
優ゆ

う

奈な

ち
ゃ
ん〈
広
　
美
〉
田
　
代

和
　
江

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

４／23
小
松
　
ミ
チ
さ
ん
（
88
）
良
　
一
･

母
　
・
山
　
崎

４／25
木
嶋
忠
次
郎
さ
ん
（
92
）
忠
　
一
･

父
　
・
黒
　
沢

「山崎の小松沢に咲いていたミズバショウです

（５月２日撮影）。見事に群生していたので投稿し

ました」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　松柴　古　関　三　郎さん

歯の衛生週間
（6月4日～10日）


